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問
川
合
市
長
に
な
っ
て
か
ら

の
限
度
額
引
き
上
げ
経
過
は
。

答
限
度
額
は
平
成
21
年
度
が

60
万
円
、
22
年
度
が
64
万
円
、

23
年
度
が
69
万
円
、
24
年
度

が
73
万
円
、
25
・
26
年
度
が

77
万
円
、
27
年
度
が
81
万
円
、

28
年
度
が
85
万
円
で
あ
る
。

議
案
第
88

号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
89

号

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例

【
自
由
民
主
党
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

問
中
間
所
得
層
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
の
か
。

答
国
保
特
別
会
計
は
実
質
収

支
は
赤
字
だ
が
、
税
率
見
直

し
を
見
送
っ
た
た
め
、
中
間

所
得
層
の
負
担
軽
減
に
直
接

つ
な
が
ら
な
い
が
、
負
担
の

抑
制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問
限
度
額
を
４
万
円
引
き
上

げ
た
場
合
の
影
響
額
は
。

答
調
定
額
で
４
４
０
９
万
円

の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
影
響
を
受
け
る
４
人
世
帯

の
給
与
所
得
を
伺
う
。

答
40
歳
以
上
の
夫
婦
２
人
と

子
供
２
人
の
４
人
世
帯
の
給

与
所
得
は
基
礎
課
税
額
分
で

６
４
９
万
５
４
５
円
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
分
で
７
８

０
万
２
７
２
８
円
で
あ
る
。

で
、
夏
季
見
舞
金
等
の
支
給

を
行
っ
た
経
過
が
あ
る
。
平

成
18
年
度
以
降
は
、
ペ
イ
オ

フ
の
導
入
に
伴
い
、
預
金
の

種
別
を
変
更
し
た
た
め
、
利

子
が
生
じ
な
い
こ
と
と
な
り
、

活
用
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

問
改
正
後
の
基
金
は
、
ど
う

活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
生
活
困
窮
者
学
習

支
援
事
業
拡
大
の
た
め
の
経

費
に
充
て
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問
基
金
の
残
高
が
少
な
く
な

っ
た
場
合
の
対
応
策
は
。

答
継
続
が
必
要
な
事
業
に
関

し
て
は
、
改
め
て
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
要
保
護
者
の
福
祉
を
図
る

た
め
に
、
基
金
の
活
用
を
考

え
て
い
な
い
の
か
。

答
生
活
保
護
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
法
令
等
に
従
い
、

適
正
な
支
給
額
等
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
基
準
額
以
上
の

支
給
に
つ
な
が
る
基
金
の
活

用
は
、
現
状
で
は
、
考
え
て

い
な
い
。

問
生
活
困
窮
者
学
習
支
援
事

業
の
支
援
対
象
を
小
学
校
低

学
年
ま
で
検
討
し
な
か
っ
た

の
か
。

答
小
学
校
低
学
年
ま
で
の
拡

大
を
検
討
し
た
が
、
児
童
１

人
で
教
室
ま
で
通
う
場
合
の

安
全
面
な
ど
の
考
慮
や
財
源

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
小
学
４
年
生
ま
で
引
き

下
げ
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

問
今
後
、
課
題
を
検
証
し
、

基
金
を
要
保
護
者
の
た
め
に

活
用
す
る
べ
き
だ
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
基
準
額
以
上
の
支
給
は
考

え
て
い
な
い
が
、
必
要
性
が

出
た
場
合
に
、
検
討
し
た
い
。

や
操
業
環
境
の
向
上
、
企
業

流
出
防
止
等
が
期
待
で
き
、

安
定
し
た
税
収
・
雇
用
の
確

保
に
つ
い
て
効
果
が
あ
る
。

問
用
途
地
域
に
応
じ
た
緑
地

面
積
率
が
異
な
る
理
由
は
。

答
工
場
の
利
便
を
増
進
さ
せ

る
地
域
で
あ
る
工
業
地
域
・

工
業
専
用
地
域
は
10
％
ま
で

引
き
下
げ
、
人
家
や
店
舗
が

混
在
す
る
準
工
業
地
域
及
び

開
発
を
抑
制
す
る
エ
リ
ア
で

あ
る
市
街
化
調
整
区
域
は
15

％
と
小
幅
な
緩
和
に
留
め
る

な
ど
、
都
市
計
画
用
途
地
域

の
定
義
や
特
定
工
場
の
立
地

状
況
等
を
踏
ま
え
た
。

問
工
業
団
地
が
他
市
と
隣
接

す
る
場
合
の
整
合
性
は
。

答
川
越
狭
山
工
業
団
地
で
は
、

狭
山
市
と
の
不
均
衡
が
解
消

さ
れ
る
。
富
士
見
工
業
団
地

で
は
、
隣
接
し
条
例
が
な
い

坂
戸
市
、
鶴
ヶ
島
市
よ
り
10

％
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
現
行
の
緑
地
面
積
率
が
20

％
と
さ
れ
た
理
由
を
伺
う
。

答
当
時
の
モ
デ
ル
的
工
場
、

地
方
公
共
団
体
の
緑
化
条
例
、

外
国
に
お
け
る
工
場
周
辺
の

緩
衝
帯
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

問
工
場
立
地
法
の
対
象
と
な

る
61
事
業
所
の
企
業
規
模
に

つ
い
て
伺
う
。

答
１
事
業
所
あ
た
り
の
平
均

敷
地
面
積
は
約
２
万
９
千
㎡

で
、
従
業
員
数
の
平
均
は
約

２
９
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
条
例
制
定
に
よ
り
、
緑
が

減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

答
敷
地
内
の
緑
地
面
積
の
減

少
が
予
想
さ
れ
る
が
、
緑
地

面
積
率
の
引
き
下
げ
幅
を
用

途
地
域
に
応
じ
て
変
え
る
な

ど
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
条

例
案
と
し
て
お
り
、
工
業
振

興
と
緑
の
保
全
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
工

業
会
等
か
ら
の
要
望
を
受
け

て
上
程
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
公
害
防
止
技
術
の
進
化
と

条
例
制
定
の
関
係
は
。

答
公
害
防
止
技
術
が
進
化
し

た
こ
と
や
、
環
境
関
連
法
案

の
整
備
に
よ
り
環
境
悪
化
に

歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

問
条
例
制
定
の
効
果
は
何
が

見
込
め
る
か
。

答
新
た
な
設
備
投
資
の
促
進

問
対
象
事
業
所
の
比
率
は
該

当
事
業
所
の
う
ち
ど
の
く
ら

い
か
。

答
市
内
に
61
の
対
象
事
業
所

が
あ
り
、
従
業
者
数
４
人
以

上
の
事
業
所
は
、
市
内
全
体

で
４
７
２
で
あ
る
の
で
、
約

13
％
と
な
る
。

問
制
定
の
経
緯
は
。

答
平
成
23
年
８
月
に
第
２
次

地
方
分
権
一
括
法
が
成
立
し
、

工
場
立
地
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
全
て
の
市
に
地
域
独

自
の
準
則
を
定
め
る
権
限
が

委
譲
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

特
定
工
場
を
対
象
と
し
た
ア


